
   ～仙台地域の元気な情報を掲載！～

 

 
 

松島町に在住する宮城中央森林組合の

佐々木勝義さんは，本業の傍ら林業経営

研究会やＮＰＯ団体の一員として様々な

活動を行っています。とりわけ震災以降

は，被災した国宝「瑞巌寺」の杉並木や

仙台湾の海岸林の再生に奔走しています。 
中でも，地元松島を象徴する瑞巌寺の

杉並木は，津波による塩害でこれまで約

１１０本が枯損し，今なお枯損が進行し

ている状況にあります。寺から相談を受

けた佐々木さんは，愛着のある郷土の杉

並木だけに「まずは枯損を食い止め，国宝瑞巌寺に相応しい新たな並木を再生したい」

との強い意志を掲げながら再生に向けた構想を思案中です。  
また，海岸林の再生を進める公益財団法人オイスカの活動への参画をきっかけに，同

法人が開催した「海岸林再生シンポジウム」においてはパネラーを務めるなど，震災復

興に向けた地域リーダーとしてめざましい活躍をされています。  
そのほか，各市町村・団体等が主催する森林・林業体験学習や，老朽化した松島町の

富山観音観音堂の修復などにも深く関わっています。「忙しい！！」を口にしながらも

明るく語る佐々木さんの言葉からは，震災復興と地域活性化への熱き思いが伝わってき

ます。（写真：瑞巌寺杉並木で凜と構える佐々木さん）  
 
 
 

 
 

 赤貝の塩漬けや小女子ちりめん等で有名な閖上の水産  

加工業者 (有 )マルタ水産は，１月７日から名取市美田園で  
仮設店舗をオープンし，２月４日からは「復興仮設店舗閖

さいかい市場」内の一店舗として営業しています。  
 同社は津波により，店舗と加工場を失い，また従業員１  
人が犠牲となりました。代表の相澤信幸さんは当時を「頭  
が真っ白だった」と振り返ります。しかし，避難所生活を  
送る中で，(株 )海祥からシラス製品の先進地である静岡県  
での研修を勧められていたことを思い出し，「シラスは小  
女子と漁期が異なるため，シラス加工品を取り入れれば， 
仕事の幅が広がる。シラスの加工法を学ぼう」と考え，息子とともに，静岡市の (株 )
マルカイで社員として研修を受けることにしました。早朝から夜遅くまで働き，漁の

仕方から魚の見極め方，加工法まで，あらゆる技術，知識を吸収しました。現在，店

舗で販売されているシラスは静岡県で相澤さんたちが加工したものです。そのほかに

カレイの一夜干しや赤貝の塩漬けなどを販売しています。  
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 瑞巌寺の杉並木と海岸林の再生を目指して！ 

 閖上の水産加工業者 (有)マルタ水産が 

   「復興仮設店舗閖上さいかい市場」で営業を再開しています！ 



 「復興仮設店舗閖上さいかい市場」は，名前の通

り，震災後離れ離れになってしまった地元の人々を

結びつける機能を果たしています。近隣の仮設住宅

に住む閖上の人々をはじめ，市内外から多くの人々

が訪れています。  
 相澤さんは，「ここを拠点に販売を行い，ダシ汁に

こだわるなど，他の人ができないような工夫をして

いきたい」と今後の目標を話してくれました。  
 
【問】閖上さいかい市場振興会 (事務局  名取市商工会 )      
   電話： 022-382-3236 
 

 

 

山元町の岩佐隆彦さんは，地震に伴う津波によ

り，いちごを栽培していたハウスが被災したため，

栽培を継続することができなくなりました。しか

し，何とか平成２４年産いちごを生産したいとい

う思いから，空いているハウスを探し，大和町に

あったハウス５棟（約８ａ）を借り受け，生産再

開に至りました。 

いちご栽培開始に当たっては，ハウスのビニー

ルの張り替え，高設ベンチの設置，用水の確保，

いちご定植苗の確保など，かなりの準備が必要で

あり，家族や地元の友人の協力を得て作業を進めました。また，培地の土壌分析や用

水の水質改善対策，病害防除等について，仙台農業改良普及センターの支援を受け，

９月半ばには定植することができました。 

大和町は山元町と比べて冬期の気温が低く，また，冬型の気圧配置が強まると西か

ら雪雲が流れてきて，日射量を確保するのが難しくなります。しかし無事，１２月半

ばにはいちごが色づき始め，１月からは収穫，出荷が本格的になりました。 

大和町でのいちご生産は次年度も続ける意向です。 

 

 

 

 

 仙台管内の農地及び農業用施設は津波によ

り甚大な被害を受けました。仙台管内では，

関係機関の指導，協力のもと，５月から進め

てきた災害復旧事業の申請（査定）は１２月

２８日までにすべて終了しました。現在は災

害復旧工事による１日も早い営農再開に向け

て，農地復旧や除塩作業，排水機場等の農業

用施設の復旧に努めています。  
 また，宮城県では，ほ場の大区画化等の事業を実施するために必要な東日本大震災

復興交付金事業（農地整備事業）による調査計画費の交付を受けるため，関係市町と

共同で事業計画を作成し，復興庁に申請を行いました。  
 今後も，甚大な被害を受けた地域では，県の復興計画に基づき，被災前の土地利用

や営農方式の抜本的な見直しを進めるとともに，広域的で大規模な土地利用を検討す

るなど，新たな時代の農業・農村モデルの構築を目指していきます。  
 

 震災を乗り越えて，新たな地でいちごが栽培されています 

 「復旧」にとどまらない抜本的な「再構築」 

     ～ 新たな時代の農業・農村モデルの構築を目指して ～ 



 

 

 

 米粉菓子工房 Fluffy Hear t の千葉智恵子さんは，平成

２１年１０月から，大郷町の米や自家生産の野菜を使っ

た焼き菓子の製造，販売を行っています。地産地消をモ

ットーに，小麦粉を一切使わず，米粉のみで作るシフォ

ンケーキはしっとりふわふわです。クッキーやマフィン

なども販売しており，常連のお客様も増えました。  
 千葉さんは地震により住宅に大きな被害を受けたもの

の，幸いにも加工場に被害は無く，震災後，間もなく営

業を再開することができました。  
 しかし，甚大な被害を受けた人々の深刻な状況を知る

につれ「こんな時こそ被害が少なかった私達が頑張って，大郷町や宮城県を元気にし

なければ」という思いが強くなりました。米粉菓子を大郷町の特産品としてこれまで

以上にＰＲすることで町や県の力になれたらと考え，夏以降は大郷町への進出企業に

も営業を開始しました。徐々に信頼を得ることができ，今では県外への贈答用として

季節の節目毎に注文を受けています。  
 千葉さんは，「これからは，ハロウィンやクリスマス，

バレンタインデー向け商品の他，季節毎の限定商品にも力

を入れ，１年中米粉菓子を楽しんでもらえるようにしたい」

と話してくれました。ぜひ，大郷町産の米粉や野菜のやさ

しい味を楽しんでみてください。Fluffy Hea rt の商品の一部

は「道の駅おおさと」でも購入できます。（写真右：好評

だった X’ mas バージョンの３色シフォンケーキ）  
 
【問】 Fluffy Heart 電話： 022-359-4739  
 
 

 

 

 

 平成２４年１月２６日に，亘理名取地区の４

Ｈクラブ員が一堂に会し，日頃の活動成果を発

表する「平成２３年度亘理名取地区農村青少年

クラブ連絡協議会実績発表会」が亘理農業改良

普及センターで開催されました。クラブ員の殆

どが東日本大震災により，自宅やほ場に被害を

受けており，クラブの活動は非常に難しい状況

でしたが，今年度唯一の地区連事業として行わ

れたものです。同発表会には青年農業士，関係

機関の職員など約３０人が参加しました。 

 例年とは異なり，意見発表の部のみの開催となりましたが，５人のクラブ員が震災

以降の体験や取り組みについて，それぞれの思いを語りました。自らのいちご生産再

開への思いやいちご産地の将来ビジョンを力強く宣言した山元町の志子田勇司さんが

最優秀賞に選ばれ，代表として県農村青年会議で発表することになりました。 

 参加者は仲間の意見発表を聞きながら，自ずと震災以降の生活を振り返っている様

子でした。１人ひとりが復興に向けた新たな一歩を模索する良い機会となったことで

しょう。 

 

被災にめげず，４Ｈクラブ員集合！ 

～ 亘理名取地区農村青少年クラブ連絡協議会 実績発表会を開催 ～ 

米粉菓子を大郷町の特産品に！  ～  Fluffy Heart ～  



読者の皆さまからのたくさんの明るい  

情報をお待ちしております！  

 

お問 い合 わせ先 ）宮 城 県 仙 台 地 方 振 興 事 務 所  

          地 方 振 興 部 （担 当 ：鈴 木 ，高 橋 ） 

(HP)  h ttp ://www.p ref .m iyag i . jp/sdsgs in/   

(E-Mai l )  sds i nbk2@pref .mi yag i . jp   

(TEL)  022-275-9140  

 

 

 

 
ＪＡみやぎ亘理花卉部会 (横山仁一会長 )は，冬季の暖房経費が少ない低温性花きと

して有望なラナンキュラスの生産に平成２２年から本格的に取り組んでいます。  
 平成２２年作付け分は平成２３年１月末から出荷が始まり，３月に出荷のピーク

を迎えましたが，東日本大震災により仙台市場が休場を余儀なくされたため，春彼

岸向けの出荷ができませんでした。幸いなことにラナンキュラスの生産施設は被災

を免れたものの，一番の需要期に出荷できなかったため，思い通りの収益は得られ

ませんでした。  
 しかし，それでも十分に手応えを感じた生産者

３名は，作期拡大を目指して，平成２３年作付け

では球根冷蔵処理による促成栽培に取り組みまし

た。その結果，昨年より２ヶ月出荷が早まり１２

月初めからの出荷が実現しました。冬期は寒さに

より他の花き類の出荷数量が停滞する一方で，ラ

ナンキュラスの出荷は順調に続き，売り上げを伸

ばしています。春を感じさせる華やかな色合いが

目を楽しませてくれることでしょう。  
 

 
 
 
 

 亘理町と山元町では，平成２４年度以降に両

町合わせて施設面積約８０ｈａのいちご団地の

整備を計画しています。この計画に係る意向調

査をいちごの生産者を対象に実施したところ，

新たに養液栽培に取り組みたいという希望が多

く寄せられました。そのため，平成２４年２月

４日に，｢いちごの高設栽培システム研修会｣が

開催され，約１６０人の生産者が参加しました。 
 研修会では， (独 )農研機構野菜茶業研究所の

主任研究員である岩崎泰永さん，静岡市のいち

ご生産者である三倉直己さんから養液栽培に関する基礎的な講演がありました。  
 質疑応答では，｢養液栽培に向く培地の種類とその理由を教えて欲しい｣，｢高設栽培

の場合に培地加温は必要かどうか教えて欲しい｣等，活発に質問が出されました。研修

会場には各資材メーカーによる養液栽培システムの展示ブースもあり，生産者は各メ

ーカーの担当者と熱心に情報交換を行っていました。  
 被災したいちご生産者の復興にかける熱い思いが伝わってくる研修会でした。  
 
 
 
 
 
 

いちごの高設栽培システム研修会開催  

    ～ いちご団地の営農予定者が熱心に参加 ～ 

春を告げる！ ～ 亘理町のラナンキュラス ～ 

TO P ICS  □ ■  今 年 つ い に ツ イ ッ タ ー を 始 め

た「 む す び 丸 」！ 一 日 分 の ツ イ ー ト が ブ ロ グ で

読 め る の で ， ア ク セ ス し て み て く だ さ い 。  
（ U R L： ht t p : / / b lo g .goo . ne . j p / m u s u b im a r u/）  
 ４ 月 に は 「 仙 台 ・ 宮 城 【 伊 達 な 旅 】  
春 キ ャ ン ペ ー ン 」 が ス タ ー ト し ま す 。  
H２ ５ DC に 向 け ， 盛 り 上 げ て い き ま  
し ょ う ☆  


